
                                       

平成 25 年 2 月 13 日 

各      位 

        会 社 名 株式会社マツヤ 

        代表者名 代表取締役社長  小山 栄造 

  （J A S D A Q・コード７４５２） 

          問合せ先 取締役財務本部長 本多 佐年 

           ＴＥＬ  （026）241-1314 

 

 

  （訂正・数値データ訂正）「平成 25 年２月期 第２四半期決算短信」の一部訂正について 

 

当社は、平成24年10月11日に公表しました「平成25年２月期 第２四半期決算短信」の一部に訂正

すべき箇所がありましたので、下記のとおり訂正いたします。訂正箇所につきましては、訂正前と訂

正後をそれぞれ添付し、訂正箇所には＿（アンダーライン）を付して表示しております。 

また、数値データにも訂正がありましたので、訂正後の数値データも送信いたします。 

訂正理由につきましては、本日開示の「過年度有価証券報告書等及び決算短信の訂正に関するお知らせ」

をご参照ください。 

 

 

記 

 

 

 訂正を行う決算短信 

  決算期    平成 25 年２月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

  発表日    平成 24 年 10 月 11 日 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 



(サマリー情報 １ページ目) 

【訂正前】 

 

平成25年2月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕(連結) 
平成24年10月11日

 
上 場 会 社 名 株式会社 マツヤ 上場取引所 大 
 
コ ー ド 番 号 ７４５２ URL http://www.s-matsuya.com 
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)  小山 光作  
問合せ先責任者 (役職名)取締役財務部長 (氏名) 本多 佐年 TEL 026-241-1314
 
四半期報告書提出予定日 平成24年10月12日 配当支払開始予定日 － 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無   
四半期決算説明会開催の有無 ：無   

 

(百万円未満切捨て)

１．平成25年2月期第2四半期の連結業績（平成24年3月1日～平成24年8月31日） 

（１）連結経営成績(累計)  
 

 (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年2月期第2四半期 19,529 △4.6 △89 － △156 － △174 －

24年2月期第2四半期 20,465 4.7 74 △76.4 10 △95.9 △98 －
 

（注） 包括利益 25年2月期第2四半期 △179百万円（－％） 24年2月期第2四半期 △132百万円（－％）

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

25年2月期第2四半期 △24. 79 -

24年2月期第2四半期 △13. 83 -

 
（２）連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

25年2月期第2四半期 16,459 2,870 17.4 

24年2月期 15,974 3,134 19.6 
 

(参考) 自己資本 25年2月期第2四半期 2,870百万円 24年2月期 3,134百万円

 

２．配当の状況 
 

 
年間配当金 

第2四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

24年2月期 －  0. 00 － 12. 00 12. 00 

25年2月期 －  0. 00   

25年2月期(予想)   － 12. 00 12. 00 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

３．平成25年2月期の連結業績予想（平成24年3月1日～平成25年2月28日） 
 (％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 △3.3 △132 － △278 － △370 － △52. 60

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  
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 【訂正後】 

 

 

平成25年2月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕(連結) 
平成24年10月11日

 
上 場 会 社 名 株式会社 マツヤ 上場取引所 大 
 
コ ー ド 番 号 ７４５２ URL http://www.s-matsuya.com 
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)  小山 光作  
問合せ先責任者 (役職名)取締役財務部長 (氏名) 本多 佐年 TEL 026-241-1314
 
四半期報告書提出予定日 平成24年10月12日 配当支払開始予定日 － 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無   
四半期決算説明会開催の有無 ：無   

 

(百万円未満切捨て)

１．平成25年2月期第2四半期の連結業績（平成24年3月1日～平成24年8月31日） 

（１）連結経営成績(累計)  
 

 (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年2月期第2四半期 19,529 △4.6 △54 － △121 － △75 －

24年2月期第2四半期 20,465 4.7 28 △88.8 △35 － △125 －
 

（注） 包括利益 25年2月期第2四半期 △80百万円（－％） 24年2月期第2四半期 △159百万円（－％）

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

25年2月期第2四半期 △10. 76 -

24年2月期第2四半期 △17. 60 -

 
（２）連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

25年2月期第2四半期 16,192 2,518 15.6 

24年2月期 15,553 2,683 17.3 
 

(参考) 自己資本 25年2月期第2四半期 2,518百万円 24年2月期 2,683百万円

 

２．配当の状況 
 

 
年間配当金 

第2四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

24年2月期 －  0. 00 － 12. 00 12. 00 

25年2月期 －  0. 00   

25年2月期(予想)   － 12. 00 12. 00 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

３．平成25年2月期の連結業績予想（平成24年3月1日～平成25年2月28日） 
 (％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 △3.3 △132 － △278 － △370 － △52. 60

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  
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（２ページ） 

 １．当四半期決算に関する定性的情報 

 （１）連結経営成績に関する定性的情報 

 

【訂正前】 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が見られたものの、欧州の

債務危機による海外経済の下振れリスクや円高の長期化による国内産業の先行きへの懸念などから、

依然として不透明な状況にありました。また、流通業界におきましては、原子力発電所事故の影響

もあり、食の「安全・安心」に対する意識がさらに強くなるとともに、雇用情勢や所得環境が改善

しないことから節約志向が強く、業種を超えた競争もあり、厳しい経営環境となりました。 

このような状況の中で、競争に打ち勝つ企業体質の確立のため、当社グループは中期経営計画３

カ年の基本テーマとして、「創業 100 周年にむけて強固な基盤作りの３年間とする ～

INNOVATION100 新たな挑戦～ 」を設定し、お客様の欲しい商品を欲しい価格で鮮度よく提供する体

制作りに努めております。年間 52 週のＭＤ（マーチャンダイジング）カレンダーを基に、旬の商品

や地元商材の提供、食に関する提案を積極的に進めました。味や品質にこだわった商品の提案、産

地直送や夕方の出来たて・作りたてもアピールし、買い上げ点数増を図りました。また、管理面に

おいては、生産性の高い体制を確立するため、作業改善グループが主体となり、一元的・効率的な

対策を推し進めることで販売費及び一般管理費の低減に取り組みました。 

当第２四半期連結累計期間における新規出店につきましては、平成 24 年４月に「生鮮＆業務スー

パー ユー・パレット茅野店」（長野県茅野市）１店舗を出店し、同年８月末時点の店舗数は 32 店

舗となりました。また、既存店舗の活性化では、地域に密着した品揃えや売場づくりの見直しをコ

ンセプトとして、弊社の基幹店舗である須坂西店（長野県須坂市）を７月に増床改装いたしました。 

売上高につきましては、新店の茅野店が寄与したものの、昨年の震災特需の反動に加えて、須坂

西店が改装により３８日間休業したこと、コンビニエンスストアやドラッグストアなど業態を超え

た激しい競争、初夏の低温で季節商品が低調だったことなどにより、既存店の売上が前年を下回る

状況で推移した結果、減収となりました。粗利益面につきましては、仕入チャネルの開発、発注精

度の向上やロスの削減等に努めた結果、粗利益率は改善いたしましたが、売上高の減収に伴う粗利

益額の減少を補うことができませんでした。一方、経費面では、包装費や消耗品等を中心に販売費

及び一般管理費の削減を推し進めましたが、新店のコストをカバーするには至りませんでした。 

以上の営業活動の結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高 195 億２千９百万円

（前年同四半期比 4.6％減）となり、経常損失は１億５千６百万円（前年同四半期１千万円の経常利

益）、四半期純損失は１億７千４百万円（前年同四半期９千８百万円の四半期純損失）となりまし

た。 

  
 
  
 【訂正後】 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が見られたものの、欧州の

債務危機による海外経済の下振れリスクや円高の長期化による国内産業の先行きへの懸念などから、

依然として不透明な状況にありました。また、流通業界におきましては、原子力発電所事故の影響

もあり、食の「安全・安心」に対する意識がさらに強くなるとともに、雇用情勢や所得環境が改善
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しないことから節約志向が強く、業種を超えた競争もあり、厳しい経営環境となりました。 

このような状況の中で、競争に打ち勝つ企業体質の確立のため、当社グループは中期経営計画３

カ年の基本テーマとして、「創業 100 周年にむけて強固な基盤作りの３年間とする ～

INNOVATION100 新たな挑戦～ 」を設定し、お客様の欲しい商品を欲しい価格で鮮度よく提供する体

制作りに努めております。年間 52 週のＭＤ（マーチャンダイジング）カレンダーを基に、旬の商品

や地元商材の提供、食に関する提案を積極的に進めました。味や品質にこだわった商品の提案、産

地直送や夕方の出来たて・作りたてもアピールし、買い上げ点数増を図りました。また、管理面に

おいては、生産性の高い体制を確立するため、作業改善グループが主体となり、一元的・効率的な

対策を推し進めることで販売費及び一般管理費の低減に取り組みました。 

当第２四半期連結累計期間における新規出店につきましては、平成 24 年４月に「生鮮＆業務スー

パー ユー・パレット茅野店」（長野県茅野市）１店舗を出店し、同年８月末時点の店舗数は 32 店

舗となりました。また、既存店舗の活性化では、地域に密着した品揃えや売場づくりの見直しをコ

ンセプトとして、弊社の基幹店舗である須坂西店（長野県須坂市）を７月に増床改装いたしました。 

売上高につきましては、新店の茅野店が寄与したものの、昨年の震災特需の反動に加えて、須坂

西店が改装により３８日間休業したこと、コンビニエンスストアやドラッグストアなど業態を超え

た激しい競争、初夏の低温で季節商品が低調だったことなどにより、既存店の売上が前年を下回る

状況で推移した結果、減収となりました。粗利益面につきましては、仕入チャネルの開発、発注精

度の向上やロスの削減等に努めた結果、粗利益率は改善いたしましたが、売上高の減収に伴う粗利

益額の減少を補うことができませんでした。一方、経費面では、包装費や消耗品等を中心に販売費

及び一般管理費の削減を推し進めましたが、新店のコストをカバーするには至りませんでした。 

以上の営業活動の結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高 195 億２千９百万円

（前年同四半期比 4.6％減）となり、経常損失は１億２千１百万円（前年同四半期３千５百万円の経

常損失）、四半期純損失は７千５百万円（前年同四半期１億２千５百万円の四半期純損失）となり

ました。 

  
 
 
 
 

（２ページ） 
（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  ①資産、負債及び純資産の状況 
 
【訂正前】 

(資産) 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、１億２百万円減少しておりますが、これは主として現

金預金が１億１千８百万円増加したもののその他（未収入金）が２億１千８百万円減少したことに

よります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、５億８千７百万円増加しておりますが、これは主とし

て有形固定資産が４億４千１百万円増加したことによります。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、４億８千４百万円増加し、164 億５千９百万円と

なりました。 
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(負債) 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、４億６千万円増加しておりますが、これは主として買

掛金が４億８千３百万円増加したことによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて、２億８千８百万円増加しておりますが、これは主とし

て、リース債務が２億６千万円増加したことによります。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、７億４千８百万円増加し、135 億８千８百万円

となりました。 

(純資産) 

純資産は、前連結会計年度末に比べて、２億６千３百万円減少しておりますが、これは主として

四半期純損失の計上と配当金の支払により、利益剰余金が２億５千８百万円減少したことによりま

す。 

この結果、純資産合計は、28 億７千万円となりました。 
 
 

 

 【訂正後】 

(資産) 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、３千５百万円増加しておりますが、これは主として現

金預金が１億１千８百万円増加したもののその他（未収入金）が９千万円減少したことによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、６億３百万円増加しておりますが、これは主として有

形固定資産が４億５千万円増加したことによります。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、６億３千８百万円増加し、161 億９千２百万円と

なりました。 

(負債) 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、５億１千５百万円増加しておりますが、これは主とし

て買掛金が４億８千３百万円増加したことによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて、２億８千８百万円増加しておりますが、これは主とし

て、リース債務が２億６千万円増加したことによります。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、８億３百万円増加し、136 億７千３百万円とな

りました。 

(純資産) 

純資産は、前連結会計年度末に比べて、１億６千４百万円減少しておりますが、これは主として

四半期純損失の計上と配当金の支払により、利益剰余金が１億６千万円減少したことによります。 

この結果、純資産合計は、25 億１千８百万円となりました。 
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（３ページ） 

②キャッシュ・フローの状況 
 

【訂正前】 
当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）

は、前年同四半期連結累計期間に比べ１億２千９百万円減少し、４億４千６百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フローの状況) 

営業活動により得られた資金は、前年同四半期に比べ１千４百万円減少し、11 億１千３百万円と

なりました。これは主として前年同四半期に比べ、たな卸資産の増減額が２億３千２百万円減少し、

仕入債務の増減額が１億４千１百万円増加したことによります。 

(投資活動によるキャッシュ・フローの状況) 

投資活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ３億４千６百万円増加し、５億８千８百万

円となりました。これは主として前年同四半期に比べ、有形固定資産の取得による支出が１億９千

万円、投資有価証券の取得による支出が７千７百万円増加したことによります。 

(財務活動によるキャッシュ・フローの状況) 

財務活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ４億９百万円減少し、３億９千７百万円と

なりました。これは主として前年同四半期に比べ、長期借入金による収入が５億３千万円増加した

ことによります。 

 

 

 【訂正後】 

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）

は、前年同四半期連結累計期間に比べ１億２千９百万円減少し、４億４千６百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フローの状況) 

営業活動により得られた資金は、前年同四半期に比べ１千４百万円減少し、11 億１千３百万円と

なりました。これは主として前年同四半期に比べ、たな卸資産の増減額が２億８千６百万円減少し、

仕入債務の増減額が５千万円増加したことによります。 

(投資活動によるキャッシュ・フローの状況) 

投資活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ３億４千６百万円増加し、５億８千８百万

円となりました。これは主として前年同四半期に比べ、有形固定資産の取得による支出が１億９千

万円、投資有価証券の取得による支出が７千７百万円増加したことによります。 

(財務活動によるキャッシュ・フローの状況) 

財務活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ４億９百万円減少し、３億９千７百万円と

なりました。これは主として前年同四半期に比べ、長期借入金による収入が５億３千万円増加した

ことによります。 
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４．四半期連結財務諸表 

(1) 四半期連結貸借対照表 
 

【訂正前】 
（単位：千円）

    
前連結会計年度 

(平成24年２月29日) 
当第２四半期連結会計期間

(平成24年８月31日) 

資産の部   
 流動資産   
  現金及び預金 371,643 490,610
  売掛金 236,801 327,015
  リース投資資産 512,643 501,764
  たな卸資産  1,590,365  1,515,119
  繰延税金資産 67,564 63,548
  その他 808,136 586,416
  貸倒引当金 △4,000 △4,000
  流動資産合計 3,583,155 3,480,474

 固定資産   
  有形固定資産   
   建物及び構築物（純額） 6,338,978 6,721,670
   土地 2,117,822 2,112,733
   リース資産（純額） 807,163 1,106,845
   その他（純額） 339,094 103,499
   有形固定資産合計 9,603,058 10,044,749

  無形固定資産   
   のれん 23,333 20,833
   リース資産 94,702 85,479
   借地権 1,063,678 1,092,247
   その他 29,845 26,024
   無形固定資産合計 1,211,559 1,224,584

  投資その他の資産   
   投資有価証券 555,239 624,660
   差入保証金 499,684 500,935
   繰延税金資産 318,597 315,478
   その他 208,279 273,432
   貸倒引当金 △4,700 △4,700
   投資その他の資産合計 1,577,100 1,709,806

  固定資産合計 12,391,718 12,979,140

 資産合計 15,974,874 16,459,615
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（単位：千円）

   
前連結会計年度 

(平成24年２月29日) 
当第２四半期連結会計期間

(平成24年８月31日) 

負債の部   
 流動負債   
  買掛金 1,871,055 2,354,739
  短期借入金 4,495,060 4,237,733
  リース債務 168,397 219,086
  未払法人税等 62,708 29,200
  賞与引当金 130,000 135,000
  その他 748,505 960,223
  流動負債合計 7,475,727 7,935,982

 固定負債   
  長期借入金 3,092,998 3,111,346
  リース債務 838,257 1,098,811
  繰延税金負債 276,765 266,751
  退職給付引当金 418,276 434,768
  資産除去債務 293,169 307,093
  その他 445,171 433,971
  固定負債合計 5,364,637 5,652,741

 負債合計 12,840,365 13,588,723

純資産の部   
 株主資本   
  資本金 1,097,000 1,097,000
  資本剰余金 819,000 819,000
  利益剰余金 2,104,296 1,845,512
  自己株式 △887,834 △887,873
  株主資本合計 3,132,461 2,873,639

 その他の包括利益累計額   
  その他有価証券評価差額金 2,046 △2,747
  その他の包括利益累計額合計 2,046 △2,747

 純資産合計 3,134,508 2,870,891

負債純資産合計 15,974,874 16,459,615

     

 

－8－



 
 【訂正後】 

（単位：千円）

    
前連結会計年度 

(平成24年２月29日) 
当第２四半期連結会計期間

(平成24年８月31日) 

資産の部   
 流動資産   
  現金及び預金 371,643 490,610
  売掛金 236,801 327,015
  リース投資資産 512,643 501,764
  たな卸資産  1,365,549  1,297,230
  繰延税金資産 67,564 67,564
  その他 679,343 585,231
  貸倒引当金 △4,000 △4,000
  流動資産合計 3,229,545 3,265,416

 固定資産   
  有形固定資産   
   建物及び構築物（純額） 6,208,489 6,598,855
   土地 2,099,156 2,094,067
   リース資産（純額） 800,736 1,101,294
   その他（純額） 337,958 102,675
   有形固定資産合計 9,446,340 9,896,893

  無形固定資産   
   のれん 23,333 20,833
   リース資産 94,702 85,479
   借地権 1,057,759 1,086,328
   その他 29,413 25,592
   無形固定資産合計 1,205,208 1,218,233

  投資その他の資産   
   投資有価証券 555,239 624,660
   差入保証金 499,684 500,935
   繰延税金資産 415,799 419,076
   その他 206,658 272,139
   貸倒引当金 △4,700 △4,700
   投資その他の資産合計 1,672,681 1,812,111

  固定資産合計 12,324,230 12,927,238

 資産合計 15,553,776 16,192,655
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（単位：千円）

   
前連結会計年度 

(平成24年２月29日) 
当第２四半期連結会計期間

(平成24年８月31日) 

負債の部   
 流動負債   
  買掛金 1,871,055 2,354,739
  短期借入金 4,495,060 4,237,733
  リース債務 168,397 219,086
  未払法人税等 62,708 29,200
  賞与引当金 130,000 135,000
  その他 755,653 1,022,843
  流動負債合計 7,482,875 7,998,602

 固定負債   
  長期借入金 3,092,998 3,111,346
  リース債務 838,257 1,098,811
  繰延税金負債 276,765 266,751
  退職給付引当金 418,276 434,768
  資産除去債務 293,169 307,093
  その他 467,622 456,422
  固定負債合計 5,387,089 5,675,192

 負債合計 12,869,965 13,673,795

純資産の部   
 株主資本   
  資本金 1,097,000 1,097,000
  資本剰余金 819,000 819,000
  利益剰余金 1,653,599 1,493,481
  自己株式 △887,834 △887,873
  株主資本合計 2,681,764 2,521,607

 その他の包括利益累計額   
  その他有価証券評価差額金 2,046 △2,747
  その他の包括利益累計額合計 2,046 △2,747

 純資産合計 2,683,811 2,518,859

負債純資産合計 15,553,776 16,192,655
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
  第２四半期連結累計期間 

 
【訂正前】 

(単位：千円)

  前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

売上高 20,465,177 19,529,209

売上原価 15,774,880 14,890,356

売上総利益 4,690,296 4,638,852

その他の営業収入 577,262 547,202

営業総利益 5,267,559 5,186,054

販売費及び一般管理費  5,193,206  5,275,701

営業利益又は営業損失（△） 74,352 △89,646

営業外収益   
 受取利息 139 1,140
 受取配当金 7,418 7,202
 債務勘定整理益 4,025 1,264
 保険解約返戻金 3,803 －
 その他 9,824 13,045
 営業外収益合計 25,210 22,653

営業外費用   
 支払利息 86,387 88,647
 その他 2,827 442
 営業外費用合計 89,215 89,090

経常利益又は経常損失（△） 10,347 △156,084

特別利益   
 固定資産売却益 － 445
 特別利益合計 － 445

特別損失   
 固定資産除却損 18,598 4,832
 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 153,391 －
 特別損失合計 171,990 4,832

税金等調整前四半期純損失（△） △161,642 △160,471

法人税等 △63,379 13,901

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △98,262 △174,373

少数株主利益 － －

四半期純損失（△） △98,262 △174,373
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 【訂正後】 

(単位：千円)

  前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

売上高 20,465,177 19,529,209

売上原価 15,824,199 14,869,021

売上総利益 4,640,977 4,660,188

その他の営業収入 577,262 547,202

営業総利益 5,218,239 5,207,390

販売費及び一般管理費  5,189,372  5,261,983

営業利益又は営業損失（△） 28,866 △54,592

営業外収益   
 受取利息 139 1,140
 受取配当金 7,418 7,202
 債務勘定整理益 4,025 1,264
 保険解約返戻金 3,803 －
 その他 9,824 13,045

 営業外収益合計 25,210 22,653

営業外費用   
 支払利息 86,387 88,647
 その他 2,827 442

 営業外費用合計 89,215 89,090

経常損失（△） △35,137 △121,030

特別利益   
 固定資産売却益 － 445

 特別利益合計 － 445

特別損失   
 固定資産除却損 18,598 4,832
 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 153,391 －

 特別損失合計 171,990 4,832

税金等調整前四半期純損失（△） △207,127 △125,417

法人税等 △82,079 △49,709

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △125,048 △75,708

少数株主利益 － －

四半期純損失（△） △125,048 △75,708
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四半期連結包括利益計算書 
第２四半期連結累計期間 

 
【訂正前】 

(単位：千円)

  前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △98,262 △174,373

その他の包括利益   
 その他有価証券評価差額金 △34,394 △4,794
 その他の包括利益合計 △34,394 △4,794

四半期包括利益 △132,657 △179,167

（内訳）   
 親会社株主に係る四半期包括利益 △132,657 △179,167
 少数株主に係る四半期包括利益 － －
    

 

 

 

 【訂正後】 
(単位：千円)

  前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △125,048 △75,708

その他の包括利益   
 その他有価証券評価差額金 △34,394 △4,794
 その他の包括利益合計 △34,394 △4,794

四半期包括利益 △159,443 △80,502

（内訳）   
 親会社株主に係る四半期包括利益 △159,443 △80,502
 少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 
【訂正前】 

(単位：千円)

  前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
 税金等調整前四半期純損失（△） △161,642 △160,471
 減価償却費 361,018 388,460
 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 153,391 －
 固定資産売却損益（△は益） － △445
 固定資産除却損 18,598 4,832
 のれん償却額 2,499 2,499
 退職給付引当金の増減額（△は減少） 814 16,491
 賞与引当金の増減額（△は減少） △11,000 5,000
 受取利息及び受取配当金 △7,557 △8,342
 支払利息 86,387 88,647
 売上債権の増減額（△は増加） △75,297 △90,214
 たな卸資産の増減額（△は増加） 307,549 75,246
 リース投資資産の増減額（△は増加） 10,493 10,878
 その他の流動資産の増減額（△は増加） △46,420 475
 仕入債務の増減額（△は減少） 556,749 698,295
 未払金の増減額（△は減少） △19,249 101,694
 未払費用の増減額（△は減少） 108,970 94,577
 預り保証金の増減額（△は減少） △2,312 △8,736
 その他の流動負債の増減額（△は減少） 11,702 26,746
 小計 1,294,696 1,245,636

 利息及び配当金の受取額 7,561 7,301
 利息の支払額 △84,074 △88,446
 法人税等の支払額 △89,847 △50,645
 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,128,335 1,113,846

投資活動によるキャッシュ・フロー   
 定期預金の預入による支出 △18,001 △18,000
 定期預金の払戻による収入 21,000 27,000
 有形固定資産の取得による支出 △240,045 △430,093
 有形固定資産の売却による収入 － 7,060
 無形固定資産の取得による支出 △1,252 △30,066
 貸付けによる支出 － △62,000
 貸付金の回収による収入 1,227 1,252
 差入保証金の差入による支出 △25,092 △4,636
 差入保証金の回収による収入 17,670 10,882
 投資有価証券の取得による支出 － △77,492
 その他 2,146 △12,688
 投資活動によるキャッシュ・フロー △242,346 △588,782
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(単位：千円)

  前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入金の純増減額（△は減少） △101,940 △317,227
 長期借入れによる収入 110,000 640,000
 長期借入金の返済による支出 △601,932 △561,751
 リース債務の返済による支出 △44,900 △73,345
 自己株式の取得による支出 △81,918 △39
 配当金の支払額 △85,572 △84,736
 財務活動によるキャッシュ・フロー △806,262 △397,098

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 79,726 127,965

現金及び現金同等物の期首残高 495,919 318,598

現金及び現金同等物の四半期末残高  575,646  446,564
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 【訂正後】 

(単位：千円)

  前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
 税金等調整前四半期純損失（△） △207,127 △125,417
 減価償却費 358,138 379,269
 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 153,391 －
 固定資産売却損益（△は益） － △445
 固定資産除却損 18,598 4,832
 のれん償却額 2,499 2,499
 退職給付引当金の増減額（△は減少） 814 16,491
 賞与引当金の増減額（△は減少） △11,000 5,000
 受取利息及び受取配当金 △7,557 △8,342
 支払利息 86,387 88,647
 売上債権の増減額（△は増加） △75,297 △90,214
 たな卸資産の増減額（△は増加） 354,936 68,318
 リース投資資産の増減額（△は増加） 10,493 10,878
 その他の流動資産の増減額（△は増加） △46,420 475
 仕入債務の増減額（△は減少） 558,682 623,887
 未払金の増減額（△は減少） △19,249 101,694
 未払費用の増減額（△は減少） 108,970 94,577
 預り保証金の増減額（△は減少） △2,312 △8,736
 その他の流動負債の増減額（△は減少） 10,748 82,218
 小計 1,294,696 1,245,636

 利息及び配当金の受取額 7,561 7,301
 利息の支払額 △84,074 △88,446
 法人税等の支払額 △89,847 △50,645
 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,128,335 1,113,846

投資活動によるキャッシュ・フロー   
 定期預金の預入による支出 △18,001 △18,000
 定期預金の払戻による収入 21,000 27,000
 有形固定資産の取得による支出 △240,045 △430,093
 有形固定資産の売却による収入 － 7,060
 無形固定資産の取得による支出 △1,252 △30,066
 貸付けによる支出 － △62,000
 貸付金の回収による収入 1,227 1,252
 差入保証金の差入による支出 △25,092 △4,636
 差入保証金の回収による収入 17,670 10,882
 投資有価証券の取得による支出 － △77,492
 その他 2,146 △12,688
 投資活動によるキャッシュ・フロー △242,346 △588,782
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(単位：千円)

  前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入金の純増減額（△は減少） △101,940 △317,227
 長期借入れによる収入 110,000 640,000
 長期借入金の返済による支出 △601,932 △561,751
 リース債務の返済による支出 △44,900 △73,345
 自己株式の取得による支出 △81,918 △39
 配当金の支払額 △85,572 △84,736
 財務活動によるキャッシュ・フロー △806,262 △397,098

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 79,726 127,965

現金及び現金同等物の期首残高 495,919 318,598

現金及び現金同等物の四半期末残高  575,646  446,564

     

－17－




